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※ パターン Eと Fについては、初期研修医 2 年目に北海道大学病院精神科で 11 ヵ月間の研修を受けた場合に限る。 

※ 上記はあくまでも例であり、専攻医のニーズに合わせて多様な研修パターンが可能である。 

※ 各研修施設では原則 1 年単位での研修を行うこととする。左記以外でも、少なくとも 3か月以上の在籍は行う。 
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（北海道大学病院）
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（連携施設①,③～⑯）
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（連携施設①,③～⑯）
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（北海道大学病院）
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単科精神科病院

（連携施設⑬）
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総合病院（身体
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（連携施設②）

総合病院

（連携施設①,③～⑯）

総合病院

（連携施設①,③～⑯）
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（北海道大学病院）
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基幹病院

（児童精神科に特化）

（北海道大学病院）

パターン A パターン B パターン C 

パターン D パターン E パターン F 



1. 市立札幌病院 精神科 

2. 国立病院機構 北海道医療センター 精神科 

3. 函館渡辺病院 

4. 倶知安厚生病院 精神神経科 

5. 小樽市立病院 精神科 

6. 国立病院機構 八雲総合病院 精神科 

7. 市立室蘭総合病院 精神科 

8. 平松記念病院(医療法人社団 慈藻会) 

9. 岩見沢市立総合病院 精神神経科 

10. 滝川市立病院 精神神経科 

11. 国立病院機構 帯広病院 精神科・神経科 

12. 市立釧路総合病院 精神神経科 

13. 道立向陽ヶ丘病院 

14. 市立稚内病院 精神神経科 

15. 松沢病院 

16. 東京都立小児総合医療センター 


